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日立港周辺の浸水状況 (1)日立港周辺の浸水状況 (1)

このあたりまで浸水
•ウォーターマークを計測

•下の写真で道路から56 cm 

+ αの高さまで浸水

•写真とは別の場所で82 cm

砂泥が散った状態

海側

56cm

坂になっているため、
道路面からの高さはもう少し高い

ウォーターマーク：津波などで浸水した
あとに残る、水面の跡



日立港周辺の浸水状況 (2)日立港周辺の浸水状況 (2)

津波による土砂・漂流物の撤去．浸水したものの
 整理．一部の自動車は流されたまま放置．



日立港周辺の浸水状況 (3)日立港周辺の浸水状況 (3)

132 cm

段差があるため、
道路面からの高さはもう少し高い



日立市・高萩市日立市・高萩市

• 日立市十王町
（日立市川尻[調査地の南] 
では漁船が流れるなどの被

 害．今回は古地震研究との
 比較のため水田で調査）

• 高萩市花貫川河口

2011年調査
デブリ（津波が届いた範囲）
津波で運ばれた砂が見られた範囲



花貫川河口 (1)花貫川河口 (1)

タイヤに明瞭な
 ウォーターマーク

流れを示すリップルマークに
 より，津波による砂と判断

津波の流れの跡

津波による漂着物



花貫川河口 (2)花貫川河口 (2)

この堤防を越えた

津波が引くときに草が倒れた跡

道路との差 2.0 m

津波の運んだ砂

ゴミが集まっている線まで
津波がきた

川←



十王 (1)十王 (1)

噴砂跡が多数



十王 (2)十王 (2)

水路より浸水した跡（道路より37 cm低いところまで）

←ここまで
津波がきた



十王 (3)十王 (3)

デブリと砂の痕跡をトレース

堤防の下の水路から
吹き出した津波が運んだ砂

堤防を越えた
津波の運んだ
砂
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